高等学校　第一学年　数学科学習指導案

平成〇〇年〇月〇日〇時限

指導教諭 　〇〇　〇〇
授業者     ○○　○○
教室       〇〇教室

1．題材(単元名)
数学Ⅰ「2章　不等式と方程式　1節　不等式　①不等式」

2．教材

実教出版　新版　数学Ⅰ
〇展開(授業時間50分)
	段階
	学習内容
	生徒の学習活動
	留意点＜評価＞

	導入

(5分)
	☆出欠確認

(P42)
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☆不等式とは何か板書しながら説明する。
発問１：不等号ってなんだろう？

小中学校で不等号って少しやったと思うけど、どんなのか覚えている？

＜ヒント：4つあるんだけど＞
＜ヒント２：携帯やパソコンで顔文字として使わないかな？＞
（＞、＜、≧、≦）
	ノートに記入する
分かったものは答える。
	ノートに記入しているか見る。
＜関心・意欲・態度＞



	展開
(30分)

	教科書p42を開かせて、CDケースの例を説明する。
※プリント配布

☆プリントに記入させる。
「>」と「≧」の違いを説明する。（右辺の数値が含まれるか含まれないか）

※身近な例を挙げる

☆不等式の左辺、右辺、両辺の説明（等式と同じ）

例題

(1)
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＜解＞　　
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※生徒に答えさせる。（①～④の不等号の中から）
(2)yは3より小さい

＜解＞　　
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(1)
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を3倍して8を引いた値は、10より小さい。

＜解＞　　
[image: image5.wmf]10

8

3

<

-

x


下線部が「以上」、「以下」、「より大きい」の場合を生徒に考えさせて答えさせる。

下線部が「以上」の場合

＜解＞    
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下線部が「以下」の場合

＜解＞    
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下線部が「より大きい」の場合

＜解＞    
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・両辺に足し算

　小　　　 大

  2+1  <  3+1

   3   <   4

・両辺に引き算

上記と同様に比べてみせる

・両辺にプラスのかけ算

　上記と同様に比べてみせる

・両辺にプラスのわり算

　上記と同様に比べてみせる

・両辺にマイナスのかけ算

　小　　　　   　大

　5       <    6

   ×(－1)       ×(－1)

　－5     >   －6

　大　　　　　 　小

・両辺にマイナスのわり算

　上記と同様に比べてみせる

生徒に好きな数を決めさせて、両辺にマイナスの数をかけたり、割ったりするように言い、実際にやらせて納得させる。


	教科書を開いてCDケースの例を見る。
ノートに問題を解かせる。

	不等号の意味を理解しているか＜知識・理解＞

不等式が適切に書けているか＜数学的な見方や考え方＞

＜数学的な表現・処理＞



	まとめ

(15分)
	学習内容の確認
教科書の重要なところをマーカーで線を引かせる。
次回の授業の予告
	不等式の性質を板書して、生徒にノートに書かせる。

教科書の重要なところをマーカーで線を引く。

・次回は1次不等式をやることを伝える
	両辺にマイナスの数をかけたり、割ったりすると不等号が反対になることの確認
教科書を読んでおくように伝える。


・不等式


　数や量の間の大小関係を不等号を用いて表した式








基本的な語句の整理：


　　　　� EMBED Equation.3  ���　  ≧　  6


　　　　左辺　　　　右辺


　　　　　――両辺――
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